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「障害者の職場参加」とは、一般には聞きなれ

ない言葉でしょう。埼玉発信の言葉なのです。 

「障害者雇用」、「障害者の就労」という言葉ではく

くりきれない中味とは何でしょうか。それは、福祉的

な支援や周りの人々の手を借りながら、重度の障害者

が職場に入ってゆき、他の人々と共に働くこと。その

ことを通して、職場で働いている障害のない人々が、

重度障害者とじかに出会い、共に働くことを通して、

職場を地域にひらいて行くことです。 

 

「職場参加」の考え方は、埼玉県障害者雇用推進協

議会が、県知事、労働大臣に提出した地域障害者雇用

推進総合モデル事業報告書に、盛り込まれています。

当時の労働省は１９９３年から５年間にわたり、埼玉

県ほか全国３ケ所で地域障害者雇用推進総合モデル

事業を実施しました。 

この事業の目的は、福祉施設入所者や養護学校卒業

後作業所に通所している障害者、さらに移動困難な障

害者等、これまでの雇用対策では対応困難だったより

重度の障害者の職業的自立でした。埼玉県では新座市

をはじめとする西部地区８市で行われました。 

 

この事業は結局めざましい成果を上げられずに終

わったのですが、委員として参加した障害者団体等が

中心となって、「雇用」と「福祉」の深い谷間に橋をか

ける「職場参加」を柱とした提言をまとめました。そ

のベースには、当時新座市のキャベツの会が関わるよ

ろづやをはじめ、西部地区の各地域で重度障害者とボ

ランティアによる店づくりの経験がありました。そこ

ではお客さん自身に計算をしてもらったり、時には隣

の店の人に介助をお願いするといった関係があり、そ

れが街を元気にもしていました。地域の職場の中にも、

こんな形で入ってゆけないかと。 

 

また、それをコーディネートする主体として市町村

の重要性を指摘しました。そして、市町村が役所で重

度障害者を含む職場体験を行い、支援のありかたを模

索しながら、地域の企業、団体等でも共に働く街づく

りへつなげてゆくべきで、県、国はそのための環境整

備をしてほしいという提言をまとめました。 

埼玉県が、全国的にも東京都以外にはない市町村型

就労支援センター事業を実施した原点に、この提言が

あったのです。 

 

いっぽう、越谷市ではまず「障害者地域適応支援事

業」を実施し、市役所内の職場体験を重ねた後に、第

２段階として就労支援センターを立ち上げ、当会受託

のセンターに事業を引き継ぎました。 

この地域適応支援事業は、１０年後に受託が変わっ

てからも続き、今年で２２年目になります。 

 

「職場参加」の推進母体だった新座市のキャベツの

会は、一般には高齢者等が主になっている「地域福祉」

の取組に、障害者や若者、子どもが共に参加する取り

組みを重ねています。そして、「高齢者が職場参加支援

者となれる研修」や「市役所職員が地域活動のボラン

ティアに参加できる仕組み」などのアイディアも出さ

れています。 

 

キャベツの会と共に長年「共に学ぶ」取組を重ねて

きた浦和のぺんぎん村は、「共に生きる地域」の具体的

なかたちとして、乱開発の危機にあった見沼田んぼで

の「福祉農園設置」の要望を８６年に行っています。

そして、代表の猪瀬さんの長男良太さんが地元中学を

卒業する前の８７年に、近くに土地を借りて農園作り

を始めました。 

猪瀬さんらは、良太さんの中学卒業に際して他の知

的障害の卒業予定者２人とともに、地域の公立高校へ

の入学を県に求めて、全県的取り組みを開始します。

入学まで６年かかりましたが、その過程で高校への自

主登校や障害者職業センターの支援を受けての職場

実習等も試みました。 

 

県が見沼田んぼ公有地化事業の中に位置付けて、見

沼田んぼ福祉農園が開園したのは９９年でした。 当

初は障害者団体が区画を並べていましたが２１世紀

に入り数が減り、代わって若者たちの「風の学校」や

ロータリークラブ、さらに朝鮮学校有志などの縁が結

ばれ、地域福祉、環境福祉の場となっています。これ

らの団体等は休祭日に耕作していますが、彼らからす

れば平日に農園作業をしている地域活動支援センタ

ー「農」（あぐり）の障害者達がボランティアをしてく

れている感覚といいます。 

この感覚は、のちに述べる「職場参加」の双方向性

と重なってきます。 

 

 越谷での「職場参加」の源流は８７年の「重度障害

者職業自立協会の店吐夢亭」ですが、同協会の社長は

全国の障害者運動の代表を務めた川口市の故八木下

浩一さんでした。 

「障害者の職場参加」の水脈から 

地域共生の現在をたどる 
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９７年に市立病院組合事務所でデイケアパタパタ

の知的障害者白倉さんが職場実習を行った時は、市職

員組合が受け入れ企業となり、職員 OB が職業支援パ

ートナーを務め、埼玉障害者職業センターのみなさん

が職域開発援助事業として認め、関わってくれたこと

により実現しました。今回樋上さんとともに当会から

のパネリストを務める沖山さんは、障害者就労支援の

草分けであり、当時障害者職業センター職員として新

座の障害者たちの職場参加（所内清掃）を受け入れた

り、猪瀬良太さんの職場実習支援にも関わりました。 

 

NPO 法人障害者の職場参加をすすめる会も、障害者

と支援者サイドだけでなく、企業主である故鈴木さん

が代表を務めていただいて発足できたのでした。 

当会は発足以来、「職場参加」とはたしかに「障害者

が職場に参加すること」だが、そのことを通して同時

に「職場が障害者に参加すること」も含むと強調して

きました。会の成り立ち自体、互いに目的を異にする

関りが重なった結果だったのです。 

沖山さんも長年の就労支援の経験の中から、「福祉

や教育はどうしても本人の側にだけ着目してしまう、

でも本人は変わらなくても、向こう側が慣れてゆくと

いう面もある。」と述べています。 

 

新代表理事の尾谷さんが社長を務める㈱ニューオ

タニは、かって廃業やむなしの事態になった時、障害

者従業員と家族達から「無給でいいから続けて」と訴

えられ苦悩の末に再スタートしました。それから四半

世紀。同社は社長夫妻と障害者社員の少数精鋭でがん

ばっていますが、同時に「フレンドリー春日部」、「春 

日部市カヌー協会」等地域の障害者も含めたスポーツ 

 

、街づくりの中心で活躍しています。 

 

当会の今年の総会記念シンポジウムに登壇してい

ただいた狭山市の門坂豊さんと母美恵さんも、豊さん

が現在常勤として働いている会社がかって経営危機

で閉鎖というとき、当時パートで働いていた豊さんが

「ボランティアでいいから」と訴え、とりあえず残留

させてもらったそうです。知的障害があり周りとトラ

ブルを繰り返しながら、小・中・高と近所の友達と一

緒に学び育ってきた豊さんだからこそ、常にもめごと

はあっても最後には解決できるということが刻み付

けられているのだと語っていました。 

 

「無給でも共に働きたい」という言葉の対極に、「共

に働くのは無理だから分けて働こう」、「それも無理な

重い障害者は介護の場で」という障害者雇用促進法、

総合支援法の下での雇用・福祉の広がりがあります。 

いまの障害者雇用の広がりは精神障害者が中心と

なっており、そのぶん身体障害者、知的障害者の比重

が下がっています。また、知的障害の特別支援学級、

特別支援学校の児童生徒数は急増しており、特別支援

学校高等部では職業教育に力を入れているにもかか

わらず、７９年当時の就職率の半分にも達しておらず、

福祉の場に滞留してゆく流れが増しています。 

７９年から４０年余り、積み重ねられてきた分離教

育の下で、社会に出ても互いにつきあい方がわからな

くなった同士が、手探りで働きあう「職場参加」の取

組を、埼玉だけでなく、全国各地の自治体、地域で取

り組み地域共生の入り口を広げてほしいと思います。 

 併せて、教育のノーマライゼーションを！ 

 

2022 年度会費、寄付、協力費、かきくけ P 費ご納入ありがとうございました 
(五十音順、敬称略) 

 

【２０２２年度会費】青木繁明 朝日雅也、石田貴美子、伊藤紀康、岩崎廣司、内野かず子、大坂富雄、大田ち

ひろ、大武昭、沖山稚子、尾谷英一、及木聡、黄川田仁志、木下恭子、越野操、佐藤恵美子、島根淑江、鈴木照

和、関一幸、竹迫和子、田島玄太郎、巽孝子、巽優子、谷崎恵子、津崎悦子、辻浩司、友𡌛由紀恵、中山佐和子、

並木理、野村康晴、橋本克己、長谷川顕、幡本洋子、原和久、原田真弓、樋上秀、日吉孝子、前田直哉、松田和

子、松田典子、松山美幸、水谷淳子、谷塚祥子、山川百合子、山下浩志、山﨑かおる、山﨑茂、山﨑泰子、山崎

有子、吉田久美子、吉原広子 くらしセンターべしみ、共に働く街づくりセンターかがし座、生活支援セン

ターえん 

【寄 付】大坂冨男、小野達雄、門坂美恵、小井戸恵子、斎藤信子、伝田ひろみ、高橋儀平、富沢一枝、長谷川

顕、水谷淳子、野村康晴、山﨑泰子 

【運営協力費】原田真弓，幡本洋子、田島玄太郎 

【かきくけプロジェクト】野村康晴 
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コラムことや

最近合唱曲にはまっています♪ 

親戚や友達、学生さんなどいろんな人の前で合唱曲を流したいです！是非聞きに来ていただくと私は嬉しいで

す 

 

私の音楽プレイヤーにはなんと 121曲の合唱曲を入れています♪ 

特に ｢翼を広げて｣ が好きで 私の指揮がノリノリになります♪ 

（世一緒の利用者さんの前で指揮をすると｢大野くん 指揮うまいね｣ と誉められて嬉しかったで

す) 

他にも私の音楽プレイヤーには色々な音楽が入っています 

ハードオフの BGMやラジオ体操、 

昭和歌謡や洋楽 演歌 クラシック 拍手の効果音など合計 319曲 (合唱曲含む) が入っています 

 

私はなんと Bluetoothスピーカーを 2つ持っています♪ 

私の Bluetoothスピーカーはなんと 36時間使えます♪ 

そのうち 1つはカバンの中に入れていつでも使えるようにしています                

By大野 言弥 

～最近はまっているもの～ 
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福島民友新聞社より「ふくしま未来デザイン」の参考事例として、当会尾谷代表

理事が取材いただきました。 
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●2022 年 7 月 13 日 友堅由紀恵さん 

(世一緒金曜日当番) 

今は、毎週金曜日に職場

参加ビューロー世一緒の当

番をしている。脳性小児麻

痺で、子どもの頃は外泊で

家に帰る時以外はずっと施

設で過ごした。兄も弟も施設に入っていて一緒に生活

したことが無かったので、一緒に暮らしたいと思い、

高校卒業後 3 年間一緒に暮らした。その後、同級生に

誘われてわらじの会に入った。わらじのグループホー

ムで過ごした後、大袋で一人暮らしを始めた。今年で

17 年目になる。 

 

●7 月 20 日 水谷淳子さん 

(耳鼻咽喉科開業医) 

 耳って、きこえるだけじゃ

ない。身体のバランスを保っ

たりするなどいろいろな働

きがある。なので、耳鼻科は

実はけっこう守備範囲が広

い。鼻を強くかむ、耳掃除を

し過ぎるなどは耳のトラブルにつながるので注意。最

近はマスク生活でマスクを着けたまま話すのが当た

り前で、軽度の難聴の人がすごく困っている。あとは、

コロナ禍で家にこもっていると誰とも話さないから、

声が出なくなったというお年寄りがけっこういる。な

んでも良いから日頃から声を出すようにした方がよ

いと思う。 

 

●7 月 27 日 板倉真紀さん 

(県庁福祉の店「かっぽ」専従) 

 かっぽは 1997 年に開店した。毎月日替わりで、県

内の福祉施設や団体の人たちが店番に来ている。 

店番のメインの仕事は定点販売で、専用の台車にお菓

子などを乗せて庁舎内を移

動するというもの。コロナ

の影響で庁舎の出勤率が減

り、売り上げも減少し大打

撃を受けている。かっぽで

働いててそこから一般就労

に行く方はほぼいない。一

般的な「働く」からは遠いかもしれないが、働く前の

体験、働いた後の一休みみたいな場になればと思う。 

 

 

●8 月 3 日 古迫千晶さん(文教大学学生) 

 中学生の頃父がうつ病に。

家族は不安定な父と距離を

取るようになっていった。高

校卒業後、母と兄と私は母の

実家に引越し、それから父と

は会っていない。父の不安や

悩みにもっと寄り添えられたら今とは違う状況にな

っていたかもしれないなと思う。高校卒業後、心理学

や福祉を学びたいと思い文教大学へ。昨年からわらじ

の会に関わるようになり、色々な人との出会いが。介

助とか諸々含め、「まずはやってみよう」という姿勢が

身についた気がする。 

 

 

●8 月 10 日 関根秀夫さん(関根農珈) 

 21 歳のときにコーヒーを

生業とする店に就職した。豆

を焼いたり、コーヒー教室を

開いたり、店を開きたいと考

えている人にノウハウを教

えたりした。せんげん台で自

分の店を開き、8 年くらい続けた。その後は実家があ

る岩槻に戻り、両親と米を中心に農業をやっている。

コーヒーと農業をどうにか繋げられないか考えてい

て、今はコーヒーのカスを回収して堆肥にし、畑に戻

して野菜をつくるということをやってみたりしてい

る。 ⑦  
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過
呼

吸
状
態
に
な
る
ほ
ど
体
調
不
良
で 
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匿
名 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
は
、
き
び
し
い

で
す
。
え
ら
ー
を
お
こ
す
と
お
こ
ら
れ
ま

す
。
ノ
ッ
ク
は
き
び
し
い
で
す
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
ま
っ
て
い
る
と
こ
は
シ
ョ
ー
ト

で
す
。
か
ん
と
く
に
ほ
め
ら
れ
ま
す
。
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
楽
し
で
す
。
だ
れ
で
も

入
れ
ま
す
。 

    
 
 
 
 
 
 
 

 

青
木 

繁
明 

 
 

１
週
間
か
ら
２
週
間
台
風
の
エ
イ
キ
ョ

ウ
で
体
調
を
く
ず
し
た
り
し
た 

９
月
の

８
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
冠
水
に
合
っ
た

り
風
の
エ
イ
キ
ョ
ウ
で 

カ
サ
が
、
お
ち

ょ
こ
に
な
っ
て
服
が
び
し
ょ
び
し
ょ
で
急

変
に
な
っ
た 

身
体
が
冷
へ
こ
み
せ
き
や

鼻
水
が
と
ま
ら
な
か
っ
た
風
呂
に
入
っ
て

や
っ
と
一
息
し
た
。 

最
近
、
身
元
不
明
の
人
が
泊
っ
て
い
く

よ
う
に
な
っ
た
。
き
た
以
上
は
、
食
事
か

ら
タ
バ
コ
等
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
の
で
２
日
朝
が
え
り
で
帰
っ
て
い

く
の
で 

そ
の
と
き
は
ほ
っ
と
し
ま
す 

で
き
れ
ば
連
れ
に
な
る
人
な
ら
い
い
な
と

思
い
つ
つ
試
案
に
く
る
し
む
と
き
も
あ
り

ま
す
。
今
年
で
と
し
も
７
５
歳
に
な
り
ま

し
た
。 

             

世
一
緒
ス
タ
ッ
フ
日
記 

厳
し
い
け
れ
ど
楽
し
い 

き
も
ち
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
私
。
で
す
。

し
ゅ
う
か
つ
は
が
ん
ば
る
け
ど
そ
の
ほ

か
は
の
ん
び
り
や
っ
て
い
き
ま
す
。
今

は
ほ
え
て
も
か
わ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
き

い
て
く
れ
る
や
さ
さ
え
て
く
れ
る
人
に

か
ん
し
ゃ
し
な
が
ら
で
す
ね
。
以
上
。 

   
 
 
 

 
 

大
野 

言
弥 

電
話
が
好
き
な
大
野 

言
弥
で
す
。 

家
に
電
話
を
集
め
て
い
ま
す
。
家
に
２

０
台
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
実
際
つ
な
が

る
の
は
も
ち
ろ
ん
１
台
だ
け
で
す
。 

今
は
、
キ
ッ
チ
ン
と
ま
と
に
行
く
と

き
は
、
朝
早
く
起
き
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
世
一
緒
に
い
く
と
き
は
起
き
ら
れ

ま
せ
ん 

で
も
世
一
緒
に
行
く
と
き
は
が
ん
ば

っ
て
起
き
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。 

   
 
 
 

 
 
 

 
 

 

沖
村 

純
一 

こ
ん
げ
つ
か
ら
ゆ
ー
ち
ゅ
ー
ぶ
た
い

き
ゅ
う
は
い
し
ん
を
さ
い
か
い
し
ま
す 

      

世
一
緒
で
は
、
障
害
や
病
気
そ
の
他
の
状
況
に
よ
る
働
き
づ
ら
さ
を
、
他
の
人
々
と
共
有
し
生
き
る
た
め
に
し
て
生
き
る
た
め
に
、
世
一
緒
に
関
わ
っ
て
い
る

人
た
ち
を
「
ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
（
非
常
勤
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
支
え
を
受
け
て
、
世
一
緒
の
当
番
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
実
習
）
や
「
語

る
会
」、
身
近
な
地
域
で
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
（
花
壇
整
備
、
除
草
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
）
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
も
し
て
い
ま
す
。
元
ス
タ
ッ
フ
等
か
ら
の
近
況

報
告
も
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
後
せ
ん
げ
ん
台
に
就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支
援
B
型
多
機
能
事
業
所
「
世
一
緒
」
が
開
所
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
制
度
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
職
員
が
お
り
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
会
は
定
め
ら
れ
た
支
援
も
ち
ろ
ん
、
自
主
事
業
の
世
一
緒(

越
谷)

と
連
携

し
て
、
多
様
な
就
労
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
支
援
し
地
域
で
共
に
生
き
る
輪
を
拡
げ
て
ゆ
き
ま
す
。 

げ
ま
す
が
、
近
況
報
告
と
致
し
ま
し
て

こ
こ
一
ヶ
月
位
こ
の
寒
暖
差
で
最
悪
エ

ア
コ
ン
を
か
け
て
も
汗
が
出
て
過
呼
吸

状
態
に
な
る
ほ
ど
体
調
不
良
で
す
が

色
々
と
考
え
決
め
た
日
は
必
ず
遅
れ
て

も
通
所
す
る
事
が
大
前
提
と
し
、
無
理

の
な
い
形
で
Ｂ
型
作
業
所
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
後
、
千
間
台
世
一
緒
で
仲
良

く
し
て
い
た
仲
間
が
、
一
般
就
労
に
行

っ
て
し
ま
い
、
嬉
し
い
反
面
、
さ
み
し

い
で
す
。
私
も
こ
れ
か
ら
も
い
っ
そ
う

体
調
管
理
を
十
分
留
意
し
一
般
就
労
に

勤
め
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

   

森
住 

 

も
う
１
０
月
、
あ
と
２
ヶ
月
あ
ま
り 

早
い
な
ー
。
３
５
歳
の
私
、
来
年
、
年
女

か
わ
い
い
う
さ
ぎ
、
か
わ
い
い
っ
て
何

年
才
ま
で
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か(

笑)

。 

 

色
々
考
え
し
ん
ど
く
な
る
事
も
た
く

さ
ん
あ
る
け
ど
ま
そ
ん
な
と
き
は
く
ま

も
と
に
い
る
、
３
才
と
し
う
え
の
あ
ね

ご
Ｋ
Ｙ
さ
ん
に
３
０
分
き
い
て
も
ら
い

き
も
ち
を
リ
セ
ッ
ト
す
る
私
。
で
す
。
し

ゅ
う
か
つ
は
が
ん
ば
る
け
ど
そ
の
ほ
か

は
の
ん
び
り
や
っ
て
い
き
ま
す
。
今
は

ほ
え
て
も
か
わ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
き
い

て
く
れ
る
人
や
さ
さ
え
て
く
れ
る
人
に

か
ん
し
ゃ
し
な
が
ら
で
す
ね
。
以
上
。 

     
 
 
 

 
 
 

 
 

石
丸 

洋
介 

 

私
、
利
用
者
の
石
丸
と
申
し
あ
げ
ま

す
が
、
近
況
報
告
と
致
し
ま
し
て
こ
こ

一
ヶ
月
位
こ
の
寒
暖
差
で
最
悪
エ
ア
コ

ン
を
掛
け
て
も
汗
が
出
て
過
呼
吸
状
態

に
な
る
ほ
ど
体
調
不
良
で
す
が
色
々
と

考
え
決
め
た
日
は
必
ず
遅
れ
て
も
通
所

す
る
事
が
大
前
提
と
し
、
無
理
の
な
い

形
で 

            

二
〇
二
二
年
十
二
月
二
日
発
行
（
毎
月
十
二
回 

二
と
四
と
六
と
八
の
日
） 

通
巻
五
二
七
六
号 

一
九
九
四
年
八
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
承
認 

発
行
人 

埼
玉
県
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 

〒
３
３
３‐

０
８
５
１ 

川
口
市
芝
新
町
十
五―

九 

ア
ス
テ
ー
ル
藤
野
１
Ｆ 

⑧ 

最
近
の
で
き
ご
と 

 

早
く
一
人
前
に 

私
の
今
年
は
。 

せ
ん
げ
ん
台
世
一
緒 

 

電
話
と
仕
事 

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
再
開 

。 
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